
４ 少しずつ確実に漢字の練習を継続させる指導について③（２年）

【
提
示
例
】

門も
ん
＝
家
の

門

校
門

走走
る
＝
は
や
く

走
る

走
り
方

と
き
ょ
う
走

牛う
し
＝
牛
を

か
う

【
取
組
例
】

１

自
作
の
漢
字
プ
リ
ン
ト
を
用
い
る
取
組

週
初
め
に
、
十
個
の
漢
字
が
書
い
て
あ
る
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
（
筆

順
、
音
訓
の
熟
語
入
り
）
を
フ
ァ
イ
ル
に

と
じ
、
月
～
金
曜
日
で
毎
日
二
つ
ず
つ
漢
字
練
習
帳
に

書
い
て
く
る
こ
と
と
す
る
。

練
習
の
仕
方
は
、
「
指
で
な
ぞ
る
↓
文
字
の
上
を
鉛

筆
で
な
ぞ
る
」
ま
で
を
プ
リ
ン
ト
で
行
っ
た
後
、
自
分

の
練
習
帳
に
書
く
。

練
習
帳
に
書
く
際
に
は
、
指
定
し
た
熟
語
を
覚
え
る

ま
で
書
き
、覚
え
た
ら
同
じ
漢
字
を
用
い
る
ほ
か
の
熟

語
で
練
習
す
る
。

週
末
に
十
個
の
漢
字
の
確
認
テ
ス
ト
を
行
う
。
早
く

終
わ
っ
た
児
童
は
、指
定
さ
れ
た
熟
語
以
外
に
も
覚
え

た
も
の
を
書
く
と
さ
ら
に
点
数
が
加
算
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
と
し
、
意
欲
を
喚
起
す
る
。

土
・
日
は
、
間
違
っ
た
字
や
こ
れ
ま
で
に
習
っ
た
字

の
復
習
を
す
る
。

２

市
販
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
等
を
用
い
る
取
組

漢
字
を
指
定
し
、
「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
練
習
↓
漢
字

練
習
帳
に
練
習
」
の
流
れ
で
毎
日
取
り
組
ま
せ
、
学
級

の
実
態
に
応
じ
た
頻
度
で
三
～
十
問
程
度
の
確
認
テ

ス
ト
を
行
う
。

３

教
科
書
の
巻
末
「
新
し
く
習
っ
た
漢
字
」
を
活
用
す

る
取
組

毎
日
二
～
三
個
の
漢
字
を
指
定
し
、
そ
れ
ら
を
漢
字

練
習
帳
に
書
か
せ
る
。

４

検
定
制
に
し
、
意
欲
を
も
た
せ
る
取
組

週
一
～
二
回
、
朝
自
習
や
帰
り
の
会
な
ど
で
時
間
を

決
め
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
級
に
挑
戦
さ
せ
る
。

【
留
意
点
】

○

漢
字
を
板
書
す
る
際
や
掲
示
物
を
作
成
す
る
際
に
は

一
～
三
画
目
を
色
別
で
示
し
、
筆
順
を
意
識
さ
せ
る
。

○

検
定
制
に
す
る
場
合
、
問
題
は
所
定
の
場
所
に
入
れ
て

お
き
、
児
童
が
自
由
に
取
っ
て
練
習
で
き
る
よ
う
に
す

る
。


